
調
査
報
告
四
十
九

流
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
、
大
正
八
年
、
山
脇
毅
氏
に
よ
る
平
瀬
本
源
氏
物
語
の
発
見
以
後
で
あ
る
（
「
平
瀬
本
源
氏
物
語
」
大
正
十
年
「
芸

文
」
十
二
月
号
所
収
）
。
こ
れ
が
河
内
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
京
都
大
学
文
学
部
は
平
瀬
本
桐
壼
・
真
木
柱
を
コ
ロ
タ
イ
プ
版
で
刊
行
。

山
脇
氏
の
関
係
論
文
も
次
々
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
河
内
本
を
見
分
け
る
基
準
が
暫
時
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
と
、
叫
雲
本
研
究
に
も
黎

明
が
訪
れ
る
。
大
正
十
一
年
、
曼
殊
院
蔵
「
蓬
生
」
「
関
屋
」
「
薄
雲
」
（
重
要
文
化
財
）
を
調
査
し
た
山
脇
氏
は
、
こ
れ
こ
そ
は
世
に
言
う

峅
雲
本
の
残
巻
で
あ
り
、
本
文
の
性
格
は
河
内
本
系
に
属
す
る
と
認
定
さ
れ
た
。
氏
は
更
に
、
曼
殊
院
本
の
三
帖
に
よ
っ
て
平
瀬
本
の
十
帖
を

世
に
「
叫
雲
本
源
氏
」
と
称
さ
れ
る
本
が
あ
る
。
花
川
院
長
親
（
号
峅
雲
）
が
将
軍
足
利
義
持
の
命
を
う
け
て
憶
説
を
粗
陳
、
各
巻
末
に
そ

の
要
榧
を
ま
と
め
た
和
歌
（
賊
歌
）
を
付
し
献
上
し
た
と
さ
れ
る
本
で
、
「
明
星
抄
』
に
青
表
紙
本
で
も
河
内
本
で
も
な
い
一
本
と
し
て
、
紹

介
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
だ
が
青
表
紙
本
の
全
盛
期
か
続
き
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
幻
の
本
と
化
し
て
し
ま
う
。
河
内
本
と
同
じ
運
命
を
辿
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

山
岸
文
庫
蔵
「
腓
雲
本
源
氏
物
語
」

解
題

上

野

英
子

－280－



四十九山岸文庫蔵「峅雲本源氏物語」

河
内
本
で
な
い
と
推
断
す
る
勇
気
を
得
た
と
い
う
か
ら
、
峅
雲
本
研
究
は
そ
の
始
発
か
ら
河
内
本
研
究
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
き
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
（
「
曼
殊
院
本
源
氏
物
語
」
「
芸
文
」
十
二
月
号
所
収
。
昭
和
十
九
年
に
注
を
増
補
し
て
創
元
社
刊
「
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
』

所
収
）
。
猶
、
曼
殊
院
本
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
堀
部
正
二
氏
の
「
源
氏
物
語
雑
食
私
記
」
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
十
五
年
四
月
号
所
収
）
、
加
藤

洋
介
氏
の
「
河
内
本
本
文
の
成
立
ｌ
「
蕾
尾
州
家
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
存
疑
」
続
紹
ｌ
」
（
平
成
六
年
風
間
書
房
刊
『
講
座
平
安
文
学

論
究
第
十
輯
』
所
収
）
等
の
調
査
報
告
も
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
大
正
十
四
年
、
金
子
元
臣
氏
は
架
蔵
の
源
氏
物
語
四
十
二
帖
が
峅
雲
本
で
あ
る
こ
と
、
河
内
本
の
一
種
と
認
定
で
き
る
こ
と
を
発
表

さ
れ
た
（
「
定
本
源
氏
物
語
に
就
い
て
」
明
治
書
院
刊
「
定
本
源
氏
物
語
新
解
』
所
収
。
但
し
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
れ
ば
河
内
本
は
三
十
七
帖
と

い
う
）
。
こ
う
し
て
峅
雲
本
は
河
内
本
か
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
が
、
否
、
混
態
本
で
あ
る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
が
池
田
亀
鑑
氏
で

あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
腓
雲
本
は
河
内
本
を
主
体
と
す
る
も
の
の
、
こ
れ
に
青
表
紙
本
一
帖
と
別
本
七
帖
が
加
わ
る
と
す
る
。
そ
し
て
更
に
峅

雲
本
の
本
質
は
「
粗
陳
憶
説
」
（
高
松
宮
蔵
桐
壼
巻
峅
雲
、
本
奥
言
）
の
意
味
を
究
明
す
る
の
で
な
く
て
は
と
ら
え
が
た
い
と
し
て
、
注
記
を

も
含
め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
の
本
文
研
究
を
提
唱
。
書
写
系
統
を
異
に
す
る
諸
本
に
よ
り
、
峅
雲
本
の
本
文
研
究
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
る

で
あ
ろ
う
と
予
言
さ
れ
た
（
「
源
氏
物
語
系
統
論
序
説
」
昭
和
八
年
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
』
所
収
。
「
琲
雲
本
の
成
立
と
そ
の
特
質
」
昭
和
三

十
一
年
中
央
公
論
社
刊
「
源
氏
物
語
大
成
』
巻
七
所
収
）
。

峅
雲
本
の
傳
本
は
あ
ま
り
多
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
昭
和
四
十
八
年
に
天
理
大
学
図
書
館
蔵
「
薄
雲
・
朝
顔
」
一
帖
（
合
綴
本
・
重

要
文
化
財
）
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
た
。
曽
沢
太
吉
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
別
本
で
峅
雲
自
筆
書
き
入
れ
か
と
い
う
（
天
理
図
書
館
善
本

叢
耆
「
源
氏
物
語
諸
本
集
匡
八
木
書
店
刊
）
。
ま
た
昭
和
五
十
年
に
は
、
も
っ
と
も
完
備
し
た
峅
雲
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
高

松
宮
本
の
複
製
が
刊
行
さ
れ
る
（
暴
松
艫
御
輔
源
氏
物
語
』
臨
川
書
店
刊
）
。
解
説
担
当
の
山
岸
徳
平
氏
は
、
河
内
本
諸
本
を
、
本
文
の
性
格
か
ら

で
は
な
く
む
し
ろ
そ
の
成
立
・
伝
播
等
の
観
点
か
ら
歴
史
的
に
概
括
。
そ
の
流
れ
の
な
か
で
峅
雲
本
を
河
内
本
派
生
の
一
本
と
し
て
位
置
付
け
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る
。
ま
た
架
蔵
の
甘
露
寺
親
長
書
写
峅
雲
本
（
こ
れ
が
該
害
で
あ
る
）
も
併
せ
て
紹
介
。
高
松
宮
本
と
該
書
の
奥
書
を
総
合
し
て
峅
雲
本
の
歴

史
を
概
括
し
た
上
で
、
両
本
は
共
に
第
二
次
禁
裏
本
（
徳
大
寺
実
淳
言
写
本
）
か
ら
で
た
も
の
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
後
、
峅
雲
本
研
究
は
傍
注
・
賊
歌
・
叫
雲
署
名
等
も
含
め
て
の
、
諸
本
の
個
別
な
再
調
査
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
古
く
は
堀

部
氏
前
掲
論
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
曼
殊
院
本
の
傍
注
の
一
部
は
峅
雲
筆
で
あ
り
、
「
和
漢
字
源
通
澤
抄
」
更
に
は
「
河
海
抄
」
と

の
関
係
が
密
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
伊
井
春
樹
氏
は
曽
沢
氏
に
よ
っ
て
別
本
と
認
定
さ
れ
た
天
理
図
害
館
蔵
「
薄
雲
」
に
つ
い
て
、
確
か
に

曼
殊
院
本
「
薄
雲
」
と
は
異
な
る
、
む
し
ろ
陽
明
文
庫
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
こ
と
。
校
合
に
採
用
さ
れ
た
青
表
紙
本
は
室
町
中
期
以
降
に
流

布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
傳
本
で
あ
る
こ
と
。
峅
雲
自
筆
と
さ
れ
た
注
記
（
傍
注
・
校
合
）
や
署
名
も
、
峅
雲
の
所
為
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
等

の
見
解
を
提
示
。
更
に
氏
は
峅
雲
本
と
は
本
文
の
系
統
で
は
な
く
、
耕
雲
が
入
手
し
て
い
た
本
文
に
注
記
と
賊
歌
・
自
署
を
付
し
た
本
文
で
あ

っ
た
と
し
て
定
義
づ
け
て
い
る
（
「
峅
雲
本
源
氏
物
語
薄
雲
巻
の
性
格
」
昭
和
六
十
二
年
風
間
書
房
刊
『
源
氏
物
語
の
内
と
外
」
所
収
。
な
お

伊
井
氏
に
は
他
に
「
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
峅
雲
本
源
氏
物
語
玉
霊
巻
に
つ
い
て
」
昭
和
六
十
二
年
三
月
「
大
阪
青
山
短
大
国
文
」
第
三
号
所
収

の
論
考
も
あ
る
）
。
ま
た
加
藤
氏
前
掲
論
文
も
、
曼
珠
院
本
が
尾
州
家
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
但
し
朱
点
等
は
峅
雲
の
段
階
で
大

幅
に
増
加
さ
れ
た
こ
と
。
増
加
さ
れ
た
分
も
含
め
て
、
高
松
宮
本
に
は
曼
殊
院
本
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

更
に
そ
の
一
方
で
、
武
井
和
人
氏
の
弓
和
漢
字
源
通
澤
抄
』
を
め
ぐ
り
て
ｌ
峅
雲
に
お
け
る
源
氏
学
ｌ
」
（
平
成
六
年
汲
古
書
院
刊

「
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界
」
所
収
）
の
よ
う
に
、
堀
部
氏
前
掲
論
文
で
も
紹
介
さ
れ
た
峅
雲
著
述
の
源
氏
注
釈
害
「
和
漢
字
源
通
澤
抄
」
と

の
関
連
で
、
源
氏
学
者
と
し
て
の
峅
雲
を
把
え
た
論
考
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
、
注
釈
・
注
記
を
含
め
て
峅
雲
本
に
は
ま
だ
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
句
点
や
注
記
も
含
め
て
の
諸
本
そ
れ
ぞ

れ
の
詳
細
な
調
査
報
告
が
い
ま
改
め
て
必
要
視
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
情
勢
を
鑑
承
、
文
芸
資
料
研
究
所
で
は
山
岸
文
庫
蔵

「
峅
雲
本
源
氏
物
語
」
を
取
り
上
げ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
基
礎
的
書
誌
解
題
を
報
告
す
る
。
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山岸文脈蔵「叫雲本源氏物語」四十九

［
表
紙
］
香
地
色
無
地
紙
表
紙
。
左
端
に
押
え
竹
の
名
残
と
ゑ
ら
れ
る
空
押
の
線
あ
り
。
中
央
上
部
に
題
姦
貼
付
。
題
簑
寸
法
タ
テ
－
０
．

６
×
ヨ
コ
２
．
７
巷
。
卵
色
地
に
金
泥
・
金
砂
子
で
草
花
等
文
様
入
り
。
巻
名
墨
書
。
題
字
は
全
冊
一
筆
。

御
法
の
巻
は
、
後
見
返
し
と
な
る
本
文
料
紙
最
終
丁
の
裏
面
（
後
表
紙
と
糊
付
け
さ
れ
る
面
）
に
「
善
通
寺
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
ま
た
補
写

本
中
十
一
冊
に
は
、
前
見
返
し
と
な
る
本
文
料
紙
第
一
丁
の
表
面
（
前
表
紙
と
糊
付
け
さ
れ
る
面
）
に
、
補
写
本
書
写
者
の
筆
に
よ
る
書
き
反

古
が
あ
る
。
書
き
反
古
の
内
容
は
『
源
氏
物
語
」
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
、
『
拾
遺
和
歌
集
」
巻
十
五
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
（
た

だ
し
後
見
返
し
裏
面
）
等
多
数
。
さ
ら
に
補
写
本
の
若
紫
（
後
見
返
し
裏
面
）
に
は
「
寛
文
四
年
／
辰
壬
八
月
十
日
」
の
墨
筆
が
あ
る
。
但
し

干
支
が
逆
に
な
っ
て
、
寛
文
年
間
に
壬
辰
の
年
は
な
く
、
寛
文
年
間
中
の
八
月
十
日
で
壬
辰
の
日
も
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
冊
も
含

め
て
表
紙
・
題
篭
は
全
冊
共
通
、
お
そ
ら
く
は
補
写
本
完
成
後
に
付
け
直
し
た
後
補
表
紙
と
思
わ
れ
る
。

登
録
番
号
八
三
九
。
写
本
全
五
十
四
冊
（
う
ち
二
十
七
冊
は
補
写
本
）
。

［
木
筥
］
木
筥
入
り
。
天
辺
に
持
ち
運
び
用
の
鉤
が
あ
り
、
正
面
に
蓋
、
そ
こ
か
ら
本
を
出
し
入
れ
す
る
。
筥
蓋
は
中
央
に
紙
片
（
題
簑
か
）

剥
離
の
痕
、
右
肩
に
「
十
六
番
」
と
墨
書
し
た
紙
票
を
糊
付
す
る
。
筥
の
内
部
は
二
段
に
仕
切
ら
れ
、
補
写
本
二
十
七
冊
は
中
段
に
一
括
、
上

段
に
宇
治
十
帖
、
残
り
十
七
冊
を
下
段
に
収
納
す
る
。
本
の
分
量
に
よ
っ
て
各
段
と
も
高
さ
が
異
な
り
、
現
在
は
上
段
７
．
６
毒
、
中
段
８
．

６
毒
、
下
段
７
．
０
諺
で
あ
る
。
高
さ
の
違
い
は
所
定
の
冊
数
が
収
ま
る
よ
う
、
棚
板
を
支
え
る
細
い
横
木
を
付
け
直
し
た
結
果
ら
し
く
、
側

面
に
横
木
を
動
か
し
た
痕
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
段
階
で
か
、
内
容
に
応
じ
て
各
段
意
図
的
に
分
割
収
納
し
た
た
め
で
あ
る
ら
し
い
。

（
一
）
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［
見
返
し
］
補
写
本
二
十
七
冊
お
よ
び
真
木
柱
・
行
幸
・
野
分
・
藤
袴
・
常
夏
・
蓬
生
・
御
法
・
横
笛
・
東
屋
の
計
三
十
六
冊
は
白
紙
。
残

り
十
八
冊
（
澪
標
・
薄
雲
・
朝
顔
・
乙
女
・
胡
蝶
・
若
菜
上
・
柏
木
・
匂
兵
部
卿
宮
・
竹
河
・
橋
姫
・
総
角
・
早
蕨
・
宿
木
・
浮
舟
・
蜻
蛉
・

夢
浮
橋
）
は
、
見
返
し
に
各
巻
小
見
出
し
を
集
め
て
梗
概
を
示
し
た
紙
片
一
枚
を
貼
付
す
る
。
こ
の
う
ち
傍
線
を
施
し
た
巻
の
紙
片
に
は
、
朱

の
合
点
も
入
る
。

合
は
「
う
つ
せ
み

の
場
合
は
「
よ
も
坐

と
記
す
例
も
あ
る
。

扉
ウ
は
総
角
が
．

［
遊
紙
・
扉
］
全
冊
前
遊
紙
無
し
。
後
遊
紙
は
冊
に
よ
っ
て
様
く
な
か
に
は
夢
浮
橋
の
よ
う
に
、
奥
書
の
あ
と
の
後
遊
紙
一
丁
（
こ
こ
ま

で
が
も
と
の
本
）
が
傷
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ
に
裏
打
ち
補
修
し
、
さ
ら
に
補
写
本
と
同
じ
料
紙
で
遊
紙
五
丁
を
加
え
た
例
も
あ
る
。

扉
一
丁
。
オ
に
扉
題
を
墨
書
す
る
。
扉
題
の
書
き
方
は
様
々
ｏ
補
写
本
で
は
「
き
り
つ
ぼ
」
と
巻
名
の
み
を
記
す
か
、
或
い
は
並
び
の
巻
の
場

合
は
「
う
つ
せ
み
は
入
木
上
の
並
」
等
と
記
す
。
一
方
も
と
か
ら
の
諸
冊
で
は
「
身
を
つ
く
し
十
一
」
と
巻
名
・
巻
序
を
記
し
、
並
び
の
巻

の
場
合
は
「
よ
も
き
ふ
身
を
つ
く
し
の
な
ら
ひ
こ
「
ま
き
は
し
ら
十
七
玉
か
つ
ら
の
並
九
」
と
記
す
。
ま
た
「
さ
わ
ら
ひ
宇
治
四
」

［
本
文
料
紙
］
補
写
本
と
そ
う
で
な
い
本
と
は
、
料
紙
が
異
な
る
。
と
も
に
斐
紙
だ
が
、
後
者
に
比
べ
て
前
者
は
薄
く
、
は
り
も
弱
い
。
色

合
い
も
白
さ
が
目
立
つ
。

［
寸
法
・
装
丁
］
タ
テ
２
２
．
１
×
ョ
「
－
１
４
．
３
毒
。
列
帖
装
（
四
孔
。
綴
糸
白
も
し
く
は
緑
色
。
補
写
本
か
否
か
を
問
わ
ず
、
任
意
に

色
が
選
ば
れ
て
い
る
）
。

「
宇
治
三
」
、

早
蕨
が
「
宇
治
四
」
と
墨
書
し
た
例
を
除
き
、
の
こ
り
五
十
二
冊
は
す
べ
て
白
紙
。
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［
書
式
］
片
面
八
行
は
全
冊
共
通
。
一
行
字
数
は
補
写
本
二
十
五
か
ら
二
十
八
字
内
外
、
親
長
本
二
十
一
か
ら
二
十
三
字
内
外
。
和
歌
は
全

冊
と
も
改
行
二
、
三
字
下
げ
、
歌
の
あ
と
に
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
続
く
書
式
を
と
る
。

猶
、
本
行
と
同
筆
で
各
冊
に
共
通
し
て
ゑ
ら
れ
る
注
記
も
ま
た
、
書
式
の
一
部
と
み
る
な
ら
ば
、
親
長
本
の
場
合
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
全
二
十
七
冊
中
の
十
八
冊
か
見
返
し
に
紙
片
を
添
付
（
既
述
）
。

②
全
冊
本
文
中
に
朱
点
・
合
点
等
の
朱
筆
。

③
全
冊
本
文
中
に
引
歌
・
主
語
・
語
釈
・
異
文
表
示
・
振
澳
字
等
の
傍
書
。

④
全
冊
末
尾
に
年
立
・
巻
名
由
来
等
を
し
る
し
た
巻
末
注
。

③
④
は
一
部
に
別
筆
も
あ
る
が
、
親
長
筆
と
思
し
き
注
記
の
場
合
で
も
高
松
宮
本
と
は
か
な
り
の
異
同
か
確
認
で
き
る
。
①
も
ま
た
高
松
宮
本

［
本
行
筆
書
〕
補
写
本
は
全
冊
一
筆
。
の
こ
り
二
十
七
冊
も
一
筆
。
こ
の
二
十
七
冊
に
は
す
べ
て
「
按
察
使
藤
原
親
長
（
花
押
）
」
の
奥
書
が

あ
る
。
夢
浮
橋
奥
の
昌
純
識
語
で
も
「
親
長
筆
」
と
い
う
（
奥
書
・
識
語
の
項
参
照
）
。
記
さ
れ
た
花
押
は
甘
露
寺
親
長
の
花
押
と
一
致
、
筆

跡
も
『
高
松
宮
家
本
源
氏
物
語
」
紅
葉
賀
（
奥
書
に
よ
れ
ば
長
享
二
年
、
甘
露
寺
親
長
筆
と
い
う
）
と
一
致
す
る
。
直
筆
と
象
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
よ
っ
て
以
降
は
「
補
写
本
」
「
親
長
本
」
と
い
う
仮
称
を
用
い
て
こ
れ
を
区
別
す
る
。

⑤
④
は
茅

に
は
無
い
。

［
内
題
］
無
し
。

⑤
全
冊
物
語
本
文
末
尾
に
峅
雲
の
賊
歌
。

⑥
全
冊
末
尾
に
親
長
の
奥
書
（
本
奥
書
・
書
写
奥
書
・
朱
点
等
の
校
合
奥
書
）
。
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承
応
年
月
日
浅
川
彦
左
衛
門
尉
昌
純

善
通
寺
御
房
」

文
末
「
善
通
寺
御
房
」
の
上
に
、
白
紙
の
紙
片
（
補
写
本
本
文
料
紙
と
同
紙
）
を
貼
付
。

九
歳
故
、
別
人
で
あ
ろ
う
）
。
「
善
通
寺
」
は
讃
岐
国
仲
多
度
郡
善
通
寺
の
こ
と
か
。

猶
、
該
害
の
補
写
本
の
方
で
あ
る
が
、
①
～
⑥
が
一
切
な
い
。
但
し
明
石
の
み
、
例
外
的
に
②
お
よ
び
③
の
異
文
表
記
が
数
箇
所
あ
る
。

［
賊
歌
・
奥
書
］
政
歌
お
よ
び
親
長
奥
書
に
つ
い
て
は
後
述
（
二
）
参
照
。
猶
、
夢
浮
橋
に
次
の
昌
純
奥
書
が
あ
る
。

持
来
永
為
貴
寺
什
物
所
令

一
覧
之
時
者
宜
預
廻
向
者
也

香
兵
部
卿
竹
川
宇
治
十
帖

右
二
十
七
帖
甘
露
寺
按
察
使
親
長
卿
手

筆
也
雌
為
不
倫
依
有
由
緒
従
奥
州

持
来
永
為
貴
寺
什
物
所
令
寄
呈
也

澪
標
蓬
生

橦
乙
女

塵
麦
野
分

間
槙
柱

柏
木
横
笛

香
兵
部
卿

御
法
若
菜
上

薄
雲

胡
蝶

御
幸

L一

「
昌
純
」
不
明
（
な
お
里
村
昌
純
は
承
応
元
年
時
に
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［
峅
雲
賊
歌
］
参
考
の
た
め
、
高
松
宮
本
と
の
異
同
を
傍
線
で
示
し
（
）
内
に
掲
示
す
る
。
但
し
改
行
印
は
付
さ
な
か
つ

（
袖
ぬ
ら
す
）
（
世
）
（
山
）
（
ナ
シ
）

澪
標
袖
ぬ
る
上
け
ふ
は
う
き
せ
の
身
を
つ
く
し
の
ち
に
そ
ふ
か
き
し
る
し
を
も
象
し
峅
雲
散
人
明
魏

該
書
は
昌
純
が
奥
州
よ
り
持
ち
帰
っ
た
親
長
本
二
十
七
冊
を
、
承
応
年
間
に
善
通
寺
に
寄
贈
。
そ
の
後
補
写
本
が
つ
く
ら
れ
、
善
通
寺
の
印

を
捺
さ
れ
た
あ
と
全
冊
一
括
補
修
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

［
蔵
書
印
］
親
長
本
二
十
六
冊
・
補
写
本
四
冊
に
「
善
通
寺
」
（
複
郭
横
長
墨
印
）
。
御
法
で
は
後
見
返
の
裏
面
（
後
表
紙
と
糊
付
け
さ
れ
る

回
）
に
捺
す
。

次
に
該
書
の
な
か
の
親
長
本
二
十
七
冊
に
つ
い
て
、
賊
歌
・
奥
書
を
記
す
。

［
紙
片
］
見
返
し
貼
付
の
紙
片
（
既
述
）
以
外
、
現
存
す
る
の
は
次
の
三
枚
。

①
補
写
本
玉
鬘
の
紙
片
（
麻
紙
）
一
枚
。
寸
法
タ
テ
－
５
．
４
×
ヨ
コ
４
．
３
零
。

祖
十
二
須
同

「
清
均
駿

峻
十
八
晋
十
七
七
日
」
。
所
蔵
者
の
メ
モ
か
。

②
親
長
本
早
蕨
の
紙
片
（
見
返
し
付
菱
と
同
紙
）
一
枚
。
寸
法
タ
テ
９
．
５
×
ヨ
コ
２
９

③
親
長
本
夢
浮
橋
昌
純
奥
書
「
善
通
寺
御
房
」
に
貼
付
の
白
紙
一
枚
（
既
述
）
。

（
｜
｜
）

０
巻
。
親
長
筆
か
。
後
述
（
三
）
参
照
。

た
。
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橋竹
姫河

匂
兵
部
卿
宮

（
軒
）
（
ナ
シ
）

蓬
生
里
は
あ
れ
て
の
ぎ
を
あ
ら
そ
ふ
ょ
も
き
ふ
の
も
と
の
心
に
わ
け
し
わ
り
な
さ
峅
雲
山
人
明
魏
題

（
か
け
）
（
さ
へ
に
）

薄
雲
お
も
影
の
た
ち
そ
ふ
ま
つ
に
か
な
し
き
は
き
え
し
け
ふ
り
の
あ
と
の
う
す
雲
峅
雲
山
人
明
魏
判

（
は
な
）

朝
顔
ほ
の
か
に
も
桑
る
へ
き
花
の
あ
さ
か
ほ
を
い
か
に
へ
た
つ
る
き
り
の
ま
か
き
そ
峅
雲
山
人
明
魏
判

（
路
）
（
ナ
シ
）

乙
女
い
に
し
へ
の
雲
の
か
ょ
ひ
ち
跡
ふ
り
ぬ
を
と
め
の
す
か
た
い
ま
は
わ
す
れ
よ
叫
雲
山
人
明
魏
題

（
ナ
シ
）

胡
蝶
よ
し
や
そ
の
あ
そ
ふ
こ
て
ふ
の
夢
の
世
に
ゑ
は
て
ぬ
花
の
春
の
さ
か
り
は
腓
雲
山
人
明
魏
題

（
も
と
の
）
（
ナ
シ
）

常
夏
た
れ
か
し
る
か
と
の
か
き
ね
は
あ
れ
は
て
上
と
こ
な
つ
か
し
き
花
の
か
た
み
を
峅
雲
山
人
明
魏

（
野
分
）
（
難
）
（
は
な
）
（
山
）
（
ナ
シ
）

野
分
野
わ
き
せ
し
秋
の
ま
か
き
の
花
の
か
ほ
わ
れ
も
し
ぼ
れ
て
物
お
も
へ
と
や
峅
雲
散
人
明
魏
判

（
跡
そ
小
塩
山
）
（
§
）
（
む
）

行
幸
ふ
り
に
け
る
率
ゆ
き
の
あ
と
そ
を
し
ほ
山
た
え
な
ん
と
す
る
道
い
か
に
せ
ん
峅
雲
山
人
明
魏

（
藤
）
（
ナ
シ
）

藤
袴
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
も
つ
ら
し
ふ
ち
は
か
ま
や
つ
る
坐
露
の
か
こ
と
は
か
り
は
峅
雲
山
人
明
魏
判

（
槙
）
（
涙
）
（
ナ
シ
）

真
木
柱
ま
き
は
し
ら
た
ち
は
な
れ
て
も
身
に
そ
ふ
は
人
に
ゆ
つ
ら
ぬ
な
み
た
な
り
け
り
峅
雲
山
人
判

（
け
ふ
は
）
（
む
）
（
ナ
シ
）

若
菜
上
今
日
は
ま
つ
よ
そ
ち
の
わ
か
な
つ
み
そ
め
つ
老
す
し
な
す
の
春
を
ち
き
ら
ん
峅
雲
山
人
明
魏

（
事
）
（
ナ
シ
）

柏
木
う
か
り
け
る
た
か
ね
ぎ
こ
と
の
は
て
な
ら
む
し
け
き
な
け
き
の
も
り
の
か
し
は
木
峅
雲
山
人
明
魏
判

（
」
え
）

横
笛
つ
た
へ
き
て
し
ら
へ
か
は
ら
ぬ
ょ
こ
ふ
ゑ
に
む
か
し
を
し
の
ふ
れ
を
や
そ
へ
け
む
峅
雲
山
人
判

：

御
法
さ
り
と
も
と
た
の
む
み
の
り
の
蓮
葉
に
な
と
か
け
と
め
ぬ
露
の
命
そ
叫
雲
山
人
明
魏

卿
宮
此
巻
一
名
か
ほ
る
中
将
‐
吟
叱
府
院
Ｍ
ｎ
に
レ
ー
（
ひ
と
時
）
（
ナ
シ
）

に
ほ
ふ
梅
か
ほ
る
さ
く
ら
の
色
／
＼
も
よ
し
や
あ
た
な
り
花
も
一
時
峅
雲
山
人
判

（
ち
ぎ
り
）
（
川
）

ふ
か
入
ら
ぬ
契
し
ら
る
上
竹
河
の
行
す
ゑ
た
の
む
一
ふ
し
も
な
し
峅
雲
山
人
明
魏

（
今
）
（
橘
）
（
心
）
（
う
ち
）
（
ナ
ろ

い
ま
み
て
も
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
は
し
姫
の
こ
上
ろ
く
ま
る
上
宇
治
の
川
水
峅
雲
山
人
書

此
巻
一

－288－



四十九山岸文庫蔵「峅雲本源氏物語」

（
烏
）
（
猶
）
（
む
）
（
ナ
シ
）

あ
は
れ
な
と
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
か
ほ
と
り
を
お
な
し
し
け
象
に
な
を
た
つ
ね
け
ん
峅
雲
山
人
題

（
ほ
と
）
（
と
の
）
（
ナ
シ
）

東
屋
あ
つ
ま
や
の
ひ
と
な
か
る
へ
き
ち
き
り
ゆ
へ
袖
ぬ
ら
せ
こ
の
あ
ま
そ
上
き
か
な
峅
雲
山
人
題

（
り
）
（
舟
）
（
山
人
）

浮
舟
一
か
た
に
よ
る
へ
さ
た
め
い
う
き
ふ
れ
の
う
き
名
を
さ
へ
に
な
か
し
け
る
か
な
峅
雲
題（山
人
明
魏
題
）

蜻
蛉
か
け
ろ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
身
を
し
ら
は
人
の
う
き
世
を
さ
の
み
な
け
か
し
峅
雲
題

（
ナ
シ
）

手

手
習
み
つ
く
ぎ
の
あ
と
は
か
も
な
き
て
な
ら
ひ
に
な
ゑ
た
な
か
ら
や
か
き
な
か
す
ら
ん
峅
雲
山
人
題

夢
浮
橋
あ
り
な
し
の
ふ
た
つ
に
わ
た
る
道
た
え
て
み
し
は
き
の
ふ
の
夢
の
う
き
は
し

宿早総椎
木蕨角本［

親
長
奥
書
〕
奥
書
の
所
々
に
は
親
長
筆
と
ぶ
ら
れ
る
巻
末
注
記
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
省
略
し
た
。
ま
た
朱
筆
は
「

／
、
改
丁
に
は
」
オ
ウ
の
記
号
を
付
し
て
あ
る
。

澪
標
延
徳
三
年
八
月
十
二
日
於
燈
下
終
／
書
写
之
功
了
件
本
予
先
年
言
之
／
雄
然
吾
改
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
同
十
六
日
於
燈
下
加
朱
鮎
了
」
（
朱
）
」
オ

（
散
）
（
椎
）

ち
り
は
て
し
し
ゐ
か
も
と
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
た
ち
よ
る
か
け
も
あ
ら
し
ふ
き
け
り
峅
雲
山
人
題

（
こ
“
出
ろ
）

つ
ゐ
に
さ
て
心
も
と
け
ぬ
あ
け
ま
き
の
な
と
な
を
さ
り
に
よ
り
あ
ひ
に
け
ん
峅
雲
題

（
見
）

お
り
ふ
し
の
う
つ
る
を
ぶ
て
も
か
な
し
き
は
わ
す
れ
か
た
み
に
つ
め
る
早
蕨
峅
雲
山
人
題

（
し
く
れ
）

世
を
秋
の
た
よ
り
う
れ
し
き
や
と
り
木
に
な
に
と
も
よ
ほ
す
袖
の
時
雨
そ

世
を
秋
の
た

一
名
か
ほ
鳥

（
桑
よ
）
（
ほ
か
に
）

色
に
そ
む
こ
‐
今
ろ
の
ぬ
し
を
た
つ
ね
函
図
法
の
し
る
へ
は
外
に
や
は
あ
る

一
名
法
の
し

（
明
魏
）

峅
雲
山
人
言

｜
（
朱
）
、
改
行
に
は
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蓬
生

橦 薄
弓言
＝

乙
女

「
同
月
二
十
六
暁
加
朱
鮎
了
」
（
朱
）
」
ゥ

本寛
正
三
年
七
月
廿
七
日
染
筆
八
月
廿
日
／
終
写
功
詑
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

同
九
月
二
日
早
旦
注
朱
鮎
旱
都
護
藤
原
親
長
／

寛
正
三
九
二
御
談
義
」
オ

件
本
予
先
年
書
写
之
本
也
書
改
之
／
千
時
延
徳
三
年
九
月
十
七
日
於
暁
天
燈
火
／
終
功
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
（
花
押
）

「
同
日
加
朱
黙
了
按
察
使
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
四
年
四
月
三
日
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
四
日
加
朱
鮎
了
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
／

同
日
一
校
文
明
十
四
五
十
四
又
一
校
」
ゥ

本
云
寛
正
三
年
九
月
十
二
日
染
筆
同
廿
五
日
終
功
詑
／
却
窪
計
幸
却
湖
識
錘
汗
時
半
巻
按
察
使
藤
原
親
長
／

同
日
已
刻
廿
余
枚
朱
鮎
注
之
詑
都
護
判
／

文
明
十
四
年
四
月
十
五
日
染
筆
六
月
／
四
日
終
書
写
之
功
了
塀
怠
之
日
多
者
也
／

同
六
月
廿
一
日
一
校
了
按
察
使
親
長
／

「
六
月
廿
六
日
加
朱
粘
部
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ォ

本
云寛
正
三
年
卯
月
二
日
染
筆
同
十
一
日
終
功
詑
／
但
依
賀
茂
祭
典
侍
書
之
物
急
此
間
連
日
大
略
／
癬
怠
遅
々
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

同
四
月
廿
三
日
写
朱
黙
了
都
護
（
花
押
）
」
オ

（
マ
マ
）

延
徳
三
年
八
月
廿
日
書
写
了
此
本
予
／
先
年
所
令
書
写
也
誰
然
高
寸
法
後
書
写
／
本
相
違
之
間
害
改
之
／
按
察
使
藤
原
親
長
（
花

、
函
ｌ
ノ
ノ
／

＋
才
Ｊ
ゞ
鐘
／
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胡
蝶

行
幸

野
分

ﾉ普争
'一1コ

夏
柏
木

藤
袴

真
木
柱

若
菜
上

本
云寛
正
三
年
九
月
廿
五
日
染
筆
十
一
月
三
日
終
／
功
詑
数
日
僻
怠
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

同
四
日
注
朱
鮎
了
都
護
藤
原
判
／

本
云寛
正
五
年
三
月
廿
九
日
書
写
了
／
右
近
中
将
藤
原
実
淳
／

同
三
月
出
日
註
書
鮎
了
／
同
四
月
一
日
校
合
了
」
オ

文
明
十
四
年
後
七
月
十
二
日
染
筆
同
／
十
六
日
終
書
写
之
功
了
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
同
十
七
日
註
朱
鮎
早
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
／

文
明
十
一
年
二
月
二
日
染
筆
同
六
日
／
書
写
了
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
同
八
日
加
朱
鮎
了
」
（
朱
）
」
ウ

文
明
十
一
年
二
月
八
日
染
筆
同
／
十
一
日
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
十
二
日
加
朱
書
了
親
長
」
（
朱
）
」
オ

文
明
十
一
年
二
月
十
二
日
染
筆
同
／
十
八
日
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
十
九
日
加
朱
黙
早
都
護
親
長
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
一
年
二
月
廿
日
染
筆
同
廿
三
日
終
功
／
昨
日
塀
怠
／
按
察
使
藤
原
親
長
」
ゥ

五

文
明
十
一
年
二
月
染
筆
帳
轤
罐
祷
書
之
咽
月
一
日
終
功
／
畢
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
同
五
月
六
日
加
朱
黙
都
護
親
長
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
一
年
五
月
十
七
日
染
筆
六
月
六
日
／
終
書
写
之
功
誌
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
六
月
十
七
日
加
朱
鮎
旱
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ゥ

本
云寛
正
四
年
六
月
廿
八
日
於
山
上
西
尊
院
｛
ハ
月
會
次
宿
坊
／
染
筆
同
後
六
月
二
日
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
判
（
花
押
）
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〃「
Eづ

河
匂
宮

御
法

横
笛

「
同
日
加
朱
黙
了

同
十
四
日
一
校
」
オ

本
云寛
正
四
年
九
月
二
日
婆

「
十
一
月
二
日
加
朱
黙
早
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
」
ウ

本
云寛
正
四
年
八
月
十
三
日
染
筆
同
十
八
日
終
功
了
／
按
察
使
藤
原
親
長

文
明
十
五
年
七
月
六
日
染
筆
同
／
十
四
日
終
功
早
／
按
察
使
藤
原

「
同
日
加
朱
鮎
了
／
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
」
オ

本
云寛
正
四
年
八
月
廿
日
染
筆
九
月
二
日
終
功
了
／
按
察
使
藤
原
判
／

同
三
日
注
朱
鮎
詑
都
護
藤
親
長
／

文
明
十
五
年
八
月
十
二
日
染
筆
同
十
四
日
／
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原

「
同
日
加
朱
黙
了
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
／

同
十
月
十
二
日
一
校
／

按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
同
十
月
五
日
加
朱
鮎
了
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
」
ウ

本
云寛
正
四
年
後
八
日
染
筆
同
十
日
早
旦
／
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

同
十
二
日
注
朱
黙
了
都
護
藤
（
花
押
）
」
オ

文
明
十
四
年
十
月
中
於
禁
裏
御
本
論
誌
稗
也
七
日
染
筆
同
十
一
日
終
功
了
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）

同
六
日
注
朱
鮎
詑
都
護
藤
原
親
長
」
オ

文
明
十
四
年
後
七
月
廿
二
日
染
筆
十
月
一
日
／
終
言
写
之
功
詑
禁
裏
御
本
也
予
／
先
年
言
写
之
本
也
粉
失
之
所
或
仁
令
御
却
／
云
々

百
染
筆
同
十
日
終
功
早
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

〆、

一タトー

イb

押
竺〆

（
花
押
）
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総
角

東
屋

早
蕨

椎
本

橋
姫

宿
木

文
明
十
五
年
十
月
十
四
日
染
筆
同
／
十
一
月
十
四
日
終
功
畢
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
十
月
三
日
注
朱
黙
了

十
月
四
日
一
校
了
」
オ

「
同
十
四
日
注
朱
黙
了
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
五
年
九
月
廿
日
終
功
早
／
九
月
十
五
日
染
筆
也
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
十
月
三
日
注
朱
黙
了
都
護
（
花
押
）
」
（
朱
）
／

同
十
日
注
朱
鮎
早
都
護
藤
判
‐
」
オ

文
明
十
五
年
八
月
十
五
日
染
筆
同
／
廿
五
日
終
功
詑
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
九
月
一
日
加
朱
鮎
詑
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
五
年
九
月
五
日
染
筆
同
十
日
／
終
功
了
件
本
禁
裏
之
本
也
但
予
／
不
言
写
之
本
也
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
十
二
月
七
日
加
朱
鮎
了
都
護
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ォ

文
明
十
五
年
十
一
月
十
四
日
染
筆
／
同
十
二
月
廿
九
日
終
書
写
之
功
旱
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
文
明
十
六
年
正
月
九
日
加
朱
鮎
早
／
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
／

正
月
十
一
日
一
校
正
月
二
十
四
日
又
一
校
」
オ

（
マ
マ
）

文
明
十
六
年
二
月
廿
三
日
染
筆
同
八
月
廿
一
日
終
功
予
数
日
書
写
癬
怠
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／

「
文
明
十
七
年
三
月
八
日
加
朱
鮎
／
数
月
僻
怠
都
護
藤
親
長
」
（
朱
）
」
ゥ

文
明
十
七
年
三
月
十
一
日
染
筆
六
月
十
四
日
／
終
写
功
了
数
月
僻
怠
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

十
二
月
三
日
一
校
／

同
十
三
日
一
校
了
／
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以
上
、
該
害
の
奥
書
と
高
松
宮
本
の
奥
書
を
総
合
し
て
み
る
に
、
甘
露
寺
親
長
は
、
寛
正
年
間
（
一
四
六
○
～
一
四
六
五
）
と
文
明
十
一
年

か
ら
十
七
年
ま
で
（
一
四
七
九
～
一
四
八
五
）
、
更
に
は
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
の
都
合
三
回
に
わ
た
っ
て
峅
雲
本
を
書
写
し
て
い
る
。
こ

れ
に
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
書
写
さ
れ
た
高
松
宮
本
に
も
参
加
し
て
い
る
か
ら
（
紅
葉
賀
を
担
当
）
、
実
質
的
に
は
四
回
に
な
ろ
う
か
。

寛
正
年
間
書
写
時
の
害
本
は
清
水
谷
実
秋
書
写
の
禁
裏
本
で
あ
っ
た
。
高
松
宮
本
桐
壼
巻
寛
正
二
年
親
長
の
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
実

秋
筆
だ
っ
た
が
、
注
害
の
方
は
峅
雲
と
飛
鳥
井
入
道
中
納
言
宋
雅
の
共
筆
、
賊
歌
と
奥
書
は
叫
雲
自
筆
で
あ
っ
た
と
い
う
。
峅
雲
自
身
が
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
足
利
義
持
に
献
上
し
た
峅
雲
本
原
本
に
近
い
本
文
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
同
十
五
日
加
朱
黙
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ウ

浮
舟
文
明
十
七
年
六
月
十
七
日
染
筆
七
月
十
一
日
終
／
書
写
之
功
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
同
七
月
十
七
日
加
朱
黙
早
／
都
護
藤
原
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ウ

蜻
蛉
文
明
十
七
年
七
月
十
七
日
染
筆
同
／
廿
七
日
終
害
爲
之
功
誌
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
同
八
月
二
日
加
朱
鮎
了
／
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ウ

手
習
文
明
十
七
年
八
月
三
日
染
筆
同
／
十
三
日
終
書
写
之
功
了
／
按
察
使
藤
原
親
長
／

「
八
月
十
六
日
加
朱
鮎
了
／
都
護
藤
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
ウ

夢
浮
橋
文
明
十
七
年
八
月
十
三
日
染
筆
同
十
五
日
／
終
書
写
之
功
詑
件
物
語
寛
正
之
比
／
予
一
筆
書
写
之
誰
然
應
仁
一
乱
之
惜
／
粉
失
了

但
身
を
つ
く
し
え
あ
わ
せ
ま
っ
か
せ
ぅ
す
ぐ
も
此
六
帖
／
自
然
相
残
了
乃
今
度
双
（
虫
損
）
紙
従
為
不
具
不
／
及
書
写
文
明
十
一
年
染
始
筆

よ
も
き
ふ
せ
き
や

同
十
七
年
終
／
功
老
後
猶
心
旦
無
益
嗽
／
正
二
位
行
陸
奥
出
羽
／
按
察
使
藤
原
朝
臣
親
長
（
花
押
）
」
ウ

「
八
月
十
六
日
加
朱
鮎
了
都
護
藤
原
（
花
押
）
」
（
朱
）
」
オ
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だ
が
こ
の
禁
裏
本
と
剃
長
の
寛
正
害
写
本
は
、
と
も
に
応
仁
の
乱
で
焼
失
す
る
。
但
し
山
岸
本
夢
浮
橋
巻
文
明
十
八
年
親
長
奥
書
に
よ
れ

ば
、
寛
正
害
写
本
の
う
ち
澪
標
・
絵
合
・
松
風
・
薄
雲
・
蓬
生
・
関
屋
の
六
帖
だ
け
は
焼
失
を
免
れ
た
と
あ
る
。

文
明
十
一
年
、
親
長
は
再
び
Ⅲ
雲
本
の
書
写
に
取
り
組
む
。
こ
の
時
の
書
本
は
、
規
長
寛
正
書
写
本
を
写
し
た
徳
大
寺
実
淳
本
で
あ
っ
た

（
高
松
宮
本
桐
壼
巻
寛
正
三
年
徳
大
寺
実
淳
の
本
奥
書
・
山
岸
本
胡
蝶
巻
寛
正
五
年
実
淳
の
本
奥
書
）
。
十
七
年
に
よ
う
や
く
全
巻
の
書
写
を

終
え
た
親
長
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
翌
十
八
年
二
月
十
九
日
に
源
氏
物
語
供
養
和
歌
を
張
行
し
て
い
る
（
親
長
卿
記
）
。

長
享
二
年
、
富
小
路
俊
通
の
所
望
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
各
筆
源
氏
物
語
（
高
松
宮
本
）
作
成
時
に
も
、
糾
長
は
紅
葉
猟
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
長
享
書
写
本
の
害
本
も
ま
た
、
各
巻
奥
書
か
ら
ゑ
て
同
じ
く
実
淳
書
写
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
延
徳
三
年
、
親
長
は
ま
た
も
や
峅
雲
本
の
書
写
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
山
岸
本
に
現
存
す
る
の
は
延
徳
三
年
親
長
奥
書
を
も
つ
三
帖

（
澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
）
で
あ
る
。
焼
失
を
免
れ
た
と
い
う
寛
正
書
写
本
残
巻
の
な
か
に
も
、
こ
の
三
帖
が
入
っ
て
い
た
点
に
注
意
し
て
お
き

た
い
。
実
際
、
該
書
三
帖
中
の
蓬
生
と
薄
雲
に
は
寛
正
三
年
の
親
長
本
奥
書
が
転
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
続
け
て
「
此
本
予
先
年
所
令
書
写

也
誰
然
高
寸
法
後
書
写
本
相
違
之
間
害
改
之
」
（
蓬
生
）
「
件
本
予
先
年
書
写
之
本
也
書
改
也
」
（
薄
雲
）
と
い
う
延
徳
三
年
親
長
奥
書
が
記

さ
れ
て
い
る
。
澪
標
の
場
合
も
、
延
徳
三
年
の
本
奥
書
こ
そ
な
い
も
の
の
、
「
件
本
予
先
年
言
之
碓
然
言
改
了
」
と
い
う
他
の
二
帖
と
同
様
の

奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ゑ
て
、
書
本
は
焼
失
を
免
れ
た
寛
正
書
写
本
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
帖
に
共
通
し
て
見
え
る
と
こ

ろ
の
〈
先
年
に
書
写
し
た
本
〉
と
い
う
の
は
寛
正
書
写
本
の
こ
と
で
あ
り
、
蓬
生
に
「
後
害
写
本
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
完
成
を
祝
っ
て
大
掛

か
り
な
和
歌
会
ま
で
催
し
た
文
明
書
写
本
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
長
は
手
元
に
残
っ
た
寛
正
書
写
本
と
新
写
の
文
明
本
と
を
比
較

し
て
、
異
同
に
気
づ
き
「
書
改
」
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
親
長
に
よ
る
峅
雲
本
書
写
の
な
が
れ
を
概
括
し
た
。
奥
書
か
ら
判
断
す
る
限
り
該
本
は
、
親
長
自
筆
と
見
ら
れ
る
二
十
七
冊
の
う
ち

澪
標
・
蓬
生
・
薄
雲
の
三
帖
は
延
徳
書
写
本
。
の
こ
り
二
十
四
冊
は
高
松
宮
本
と
耆
本
を
同
じ
く
す
る
文
明
書
写
本
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
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姿
ぐ
る
よ
う
に
思
シ
ワ
。

最
後
に
該
本
の
本
文
系
統
、
な
ら
び
に
匂
宮
と
早
蕨
の
冊
に
あ
る
親
長
の
書
写
メ
モ
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ま
ず
本
文
の
系
統
で
あ
る
が
、
各
冊
冒
頭
五
丁
程
度
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、
補
写
本
二
十
七
冊
は
す
べ
て
青
表
紙
本
系
と
み
て
よ
い
。
親

長
本
の
方
は
宇
治
十
帖
が
別
本
で
、
残
り
十
七
冊
は
河
内
本
系
で
あ
る
。
親
長
本
の
場
合
、
各
巻
の
本
文
系
統
は
高
松
宮
本
と
一
致
す
る
。
も

っ
と
も
賊
歌
ひ
と
つ
だ
け
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
松
宮
本
と
該
言
に
は
既
に
い
く
つ
か
の
異
同
が
ゑ
ら
れ
、
注
記
に
な
る
と
そ
の
度
合
い

は
も
っ
と
鮮
明
に
な
る
。
だ
が
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

次
に
親
長
の
書
写
メ
モ
に
つ
い
て
。
ま
ず
匂
宮
に
は
奥
書
の
あ
と
の
後
遊
紙
一
丁
オ
ウ
に
次
の
よ
う
な
言
き
入
れ
が
あ
る
。
本
行
と
同
筆
と

染
ら
れ
る
の
で
、
親
長
の
も
の
と
判
断
し
て
お
く
。
な
お
、
翻
字
に
際
し
任
意
に
改
行
と
空
字
を
施
し
た
。
詳
し
く
は
文
末
写
真
参
照
。

、
い
つ
塁
の
な
に
か
し
も
い
つ
Ｌ
の
な
に
か
し
と
は
五
陣
喋
安
の
罪
に
て
候
な
に
か
し
は
む
か
し
の
詞
に
物
を
は
髄
か
り
て
申
き
は
め
ぬ
詞
に
て
候

、
や
つ
れ
は
み
た
入
あ
り
な
る
や
や
つ
れ
は
み
と
は
い
や
し
け
な
る
と
申
詞
に
く
は
み
は
常
の
俗
語
い
や
し
け
な
る
な
と
申
風
情
の
こ
と
は
に
て
候

、
と
り
も
つ
け
給
は
ね
と
と
り
も
つ
け
給
は
ぬ
と
は
あ
ま
り
に
そ
の
に
ほ
ひ
し
る
く
ひ
と
に
う
ち
や
り
て
と
り
も
い
た
さ
い
か
ら
に
て
候

、
い
ふ
よ
し
も
な
き
に
ほ
ひ
と
は
い
ふ
は
か
り
な
く
か
ぅ
は
し
き
に
て
候

～
、

お
ほ
と
き
給
へ
る

に
ほ
ふ
兵
部
卿
の
巻
の
う
ち
の
お
し
紙
二
云
本
は
其
詞
の
虚
く
に
有
押
紙

け

お
ほ
と
き
と
は
大
や
う
に
正
た
い
な
き
な
る
す
か
た
に
て
候

上
（
一
一
一
一
）
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最
後
の
三
行
は
他
の
巻
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
年
立
や
巻
名
由
来
等
、
当
該
巻
奥
に
記
し
た
注
記
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
三
行
を
除
い
た

記
述
。
す
な
わ
ち
表
題
に
あ
る
ご
と
く
、
書
本
に
は
本
文
の
所
・
べ
に
「
お
し
紙
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
親
長
が
こ
の
よ
う
な
形
で
記
録
し
て

い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
傍
線
を
ひ
い
た
例
で
説
明
し
よ
う
（
傍
線
稿
者
）
。
十
四
丁
オ
２
行
目
「
わ
れ
か
ら
人
に
め
て
ら
れ
ん
と
な
り
給
へ

ｌ
、
強
字

あ
な
か
ち
に
左
の
方
つ
れ
曝

、
み
な
み
む
き
に
南
向
に
て
候

ノ
、
は
へ
と
は
加
の
字
の
心
そ
へ
た
る
に
て
候

、
う
つ
し
と
は
そ
の
か
ぅ
は
し
き
を
う
つ
し
ま
ね
ひ
た
る
を
申

、
わ
れ
も
か
う
草
の
名
に
て
候
わ
れ
も
か
ぅ
前
裁
に
つ
ね
に
壮
あ
る
草
に
候

、霜
か
れ
の
こ
ろ
を
ひ
こ
ろ
を
ひ
と
は
こ
の
し
ふ
ん
と
申
隠
て
侯

き
た
む
き
北
向
又
北
直
と
も
可

も
と
め
子
ま
ひ
て
求
子
を
婆

か
よ
る
袖
ひ
る
か
へ
る
袖
に
て
候

う
ち
か
へ
す
は
か
せ
羽
風
に

匂
〈
二
条
院
一
一
住

わ
れ
か
ら
人
に
め
て
ら
れ
ん
と
こ
れ
は
た
れ
そ
の
御
不
審
か
ほ
る
中
将
の
事
に
て
候

、
強
字

公
ゆ
午
｛
卵
ら
こ
左
の
方
つ
ね
に
歌
合
に
も
な
に
図
も
貴
人
と
致
に
脚
候
又
あ
な
か
ち
に
如
此

女
一
宮
〈
六
条
院
ノ
春
ノ
ヲ
ト
上
’
一
住

二
宮
モ
同
シ
ン
殿
二
住

ム
キ

北
向
又
北
面
と
も
可
書
候

求
子
を
舞
て
に
て
侯
風
俗
の
曲
に
求
子
と
申
曲
候

句
袖
に
て
候
か
へ
る
袖
に
て
候
よ
と
へ
と
五
音
通
候
也

羽
風
に
て
候
烏
の
と
ふ
羽
風
に
似
て
候
袖
を
申
也

上
よ
り
よ
く
御
ら
ん
し
つ
出
け
ら
る
へ
く
候

－297－



る
あ
り
さ
ま
な
れ
は
」
の
く
だ
り
に
、

①
「
薫
生
自
然
身
香
或
本
、
こ
れ
は
た
れ
人
そ
」

の
傍
注
が
あ
る
（
猶
、
尚
松
宮
本
に
こ
の
注
は
な
い
）
。
籾
長
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
書
本
（
当
該
巻
に
は
寛
正
四
年
の
本
奥
書
・
文
明
十
五
年

の
書
写
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
寛
正
四
年
の
徳
大
寺
実
淳
本
で
あ
ろ
う
）
で
は
こ
の
注
記
の
あ
た
り
に
付
菱
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は

②
「
こ
れ
は
た
れ
そ
の
御
不
審
か
ほ
る
中
将
の
事
に
て
候
上
よ
り
よ
く
御
ら
ん
し
つ
上
け
ら
る
へ
く
候
」

と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
る
と
寛
正
四
年
実
淳
書
写
本
の
害
本
（
寛
正
年
間
書
写
の
親
長
本
）
に
は
①
の
傍
注
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
実
淳
本
で
は
新
た
に
②
の
付
葵
が
付
け
ら
れ
た
。
付
菱
に
「
こ
れ
は
た
れ
そ
の
御
不
審
」
と
あ
る
の
は
①
の
注
記
を
指
し
て
お
り
、

「
御
」
は
そ
の
注
記
者
に
対
す
る
敬
意
で
あ
ろ
う
。
注
記
者
を
叫
雲
と
み
た
か
親
長
と
染
た
か
は
不
明
だ
が
、
と
も
か
く
も
実
淳
は
①
の
注
記

に
対
し
て
「
か
ほ
る
中
将
の
事
に
て
候
」
と
自
説
を
述
べ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
文
明
十
五
年
に
親
長
が
再
度
書
写
し
た

と
こ
ろ
の
該
書
で
は
、
実
淳
の
付
菱
は
省
き
、
か
わ
り
に
巻
末
に
か
く
の
ご
と
き
付
菱
メ
モ
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
か
。
親
長
は
①
の
注
記
は

彼
の
書
き
入
れ
で
な
く
、
清
水
谷
実
秋
筆
禁
裏
本
に
も
と
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
と
記
憶
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
も
興
味
深
い
例
と
し
て
「
こ
れ
は
た
れ
そ
の
御
不
審
」
を
取
り
上
げ
た
が
、
他
の
諸
例
で
も
「
お
し
紙
に
云
」
と
し
て
メ
モ
さ
れ
た
各
注
記

は
、
該
害
物
語
本
文
中
に
は
記
さ
れ
な
い
。
親
長
は
付
妻
は
い
ず
れ
も
実
淳
の
も
の
と
み
て
、
か
か
る
処
置
を
施
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

親
長
は
早
蕨
の
巻
で
も
、
次
の
よ
う
な
折
紙
（
料
紙
は
見
返
し
貼
付
の
紙
片
に
同
じ
）
を
残
し
て
い
る
。

早
蕨
巻
不
審
十
二
付
帯

一
引
歌
い
は
せ
の
も
り
の
よ
ふ
こ
烏
か
な
古
今
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一一

此
歌
非
古
今
歌

一
は
し
た
め
た
ま
は
す

引
歌
や
と
を
ば
か
れ
す
と
ふ
へ
か
り
け
る
り
嗽
新
写
り
ト
書
候

ま

ち
か
く
の
た
は
す
る
に
つ
け
て

ち
か
く
な
と
の
た
ま
は
す
る
他
本
如
此
な
と
の
字
ら
て
は

理
不
叶
候
新
写
加
之
候

注
姉
二
似
姉
君
に
に
て
可
然
欺
君
字
新
写
入
之
候

引
歌
さ
月
や
み
花
橘
さ
月
ま
つ
常
の
事

に
て
候
新
写
如
此
候

あ
り
ふ
れ
は
の
歌
大
試
君
と
つ
け
て
候
此
注

他
本
は
し
た
な
め
と
あ
り
此
詞
一
丁
の
内
皆
は
し
た
な
め
と

お
ほ
く
あ
り
乃
新
写
な
の
字
を
入
候

つ
き
せ
ぬ
御
物
か
た
り
な
と
も
け
ふ
は
こ
と
い
ゑ
す
へ
く
や
な
と

同
詞

い
ひ
さ
し
つ
上
わ
た
ら
せ
給
へ
き

此
つ
き
せ
ぬ
御
物
か
た
り
と
い
ふ
所
に
菫
と
付
て
次
に

同
詞
と
あ
る
へ
き
事
に
て
候
さ
ら
れ
は
前
の
中
の
君
の

同
詞
と
承
え
候
一
字
落
た
る
斗
と
思
ひ
て
候
乃
新
写

薫
と
付
候
也

乃
新
写
不
付
古
今
字
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該
書
早
蕨
は
親
長
の
文
明
書
写
本
で
あ
る
。
書
本
は
実
淳
本
。
表
題
か
ら
梁
て
こ
の
折
紙
は
「
早
蕨
巻
不
審
」
と
し
て
書
本
に
あ
っ
た
十
二

枚
の
付
菱
を
親
長
が
一
括
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
如
何
な
る
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。
冒
頭
の
ひ
と
つ
が
き
を
例
に
説
明
す
る
。

折
紙
の
意
味
は
〈
「
い
は
せ
の
も
り
の
よ
ふ
こ
鳥
か
な
古
今
」
と
あ
る
引
歌
注
記
が
不
審
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
古
今
歌
で
は
な
い
。
よ
っ
て

「
新
写
」
本
に
は
古
今
の
尻
付
は
入
れ
な
か
っ
た
〉
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

該
害
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
六
丁
オ
４
行
目
に
「
い
は
せ
の
も
り
の
ょ
ふ
こ
と
り
め
い
た
り
し
よ
の
こ
と
は
」
と
い
う
本
文
が
あ
り
、
こ
れ

に
「
恋
し
く
は
き
て
も
み
ょ
か
し
人
っ
て
に
い
は
せ
の
も
り
の
ょ
ふ
こ
と
り
か
な
古
今
」
と
い
う
傍
害
（
本
行
と
同
筆
）
が
あ
る
。
（
猶
こ

の
引
歌
注
記
は
高
松
宮
本
も
異
同
が
無
い
）
。

該
本
に
「
古
今
」
の
尻
付
が
入
っ
て
い
る
以
上
、
折
紙
の
い
う
「
新
写
」
本
が
該
本
を
指
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
冒
頭
の
例

を
と
り
あ
げ
た
が
、
新
写
本
に
か
く
記
し
た
と
す
る
そ
の
訂
正
本
文
が
該
書
と
一
致
し
な
い
の
は
、
残
り
十
一
条
に
も
す
べ
て
共
通
し
て
い

引
歌
と
り
か
へ
す
物
に
も
か
な
や
古
今
と
候

非
古
今
歌
乃
新
写
無
付
之
候

引
歌
う
へ
て
翠
る
ぬ
し
な
き
や
と
の
ぬ
し
の
し
落
鰍

引
歌
あ
さ
ち
は
ら
ぬ
し
な
き
や
と
の
～

拾
遺
此
外
ア
リ
谷
ふ
か
み
と
候
新
写
略
之
候

昔
か
た
り
も
う
ち
か
た
ら
ひ
た
ま
ふ
へ
か
し

た
ま
へ
か
し
也
新
写
如
此

無
益
新
写
略
之
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す
る
と
次
の
よ
う
な
状
況
が
想
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
淳
は
寛
正
年
間
書
写
の
親
長
本
を
写
し
な
が
ら
、
十
二
条
の
不
審
を
感

じ
た
。
そ
こ
で
自
身
の
「
新
写
本
」
で
は
訂
正
し
た
本
文
を
用
い
、
そ
の
旨
を
し
た
た
め
た
付
雲
を
訂
正
箇
所
に
貼
付
し
て
お
い
た
（
先
の
匂

宮
の
押
紙
と
い
い
、
実
淳
は
よ
く
勉
強
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
。
と
こ
ろ
が
文
明
年
間
に
こ
の
実
淳
本
を
書
写
し
た
親
長
は
、
実
淳
の
訂
正

を
外
し
、
も
と
の
本
文
に
戻
し
て
写
し
た
。
し
か
し
実
淳
の
付
雲
だ
け
は
折
紙
に
転
載
し
て
お
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
十
二
条
の
不
審

は
い
ず
れ
も
も
っ
と
も
な
指
摘
で
は
あ
る
。
だ
が
そ
れ
す
ら
も
敢
え
て
外
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
親
長
の
頑
固
な
ま
で
の
書
写
態
度
が
か

い
ま
ぷ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

る
0［

追
記
］
入
稿
後
、
天
理
図
書
館
蔵
甘
露
寺
親
長
筆
「
梅
枝
」
一
巻
も
又
、
該
吾
と
同
じ
親
長
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
両
本
は
本

文
料
紙
・
朱
墨
・
筆
跡
・
片
面
行
数
・
署
名
・
花
押
等
は
全
く
同
じ
。
高
松
宮
本
と
比
較
し
て
の
傍
害
の
あ
り
様
も
、
軌
を
一
に
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
天
理
本
に
は
峅
雲
賊
歌
が
な
く
、
本
文
冒
頭
部
分
も
こ
れ
を
欠
く
。

ま
た
該
害
が
列
帖
装
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
理
本
は
冊
子
本
（
袋
綴
）
を
巻
子
本
に
仕
立
て
直
し
て
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
該
害

「
真
木
柱
」
が
文
明
十
一
年
五
月
一
日
に
終
功
、
同
六
日
に
加
点
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
理
本
「
梅
枝
」
は
「
文
明
十
一
年
五
月
六
日

染
筆
同
十
二
日
終
／
書
写
之
功
但
自
八
日
至
十
一
日
塀
怠
／
按
察
使
藤
原
（
花
押
）
／
「
翌
日
加
朱
鮎
都
護
藤
原
親
長
」
（
朱
と
と
あ

る
・
続
く
「
藤
裏
葉
」
は
散
快
。
該
害
「
若
葉
上
」
が
、
同
十
七
日
染
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
諸
巻
は
文
明
十
一
年
五

月
上
旬
中
に
集
中
的
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
親
長
が
な
ぜ
吾
写
本
の
装
訂
を
変
え
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
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